
ASHIKA ストッキングによる
Clinical Case vol.8

　2020 年 4 月、静脈性潰瘍に対する静
脈圧迫処置（圧迫療法）が保険収載され
ました。正しい圧迫療法を行うことが求
められています。 静脈性潰瘍の症例に
対して、 当院で行っている ASHIKA を使
用した治療法を紹介します。
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静脈性潰瘍への
アプローチ

対象
2013 年 1 月～ 2019 年 12 月の期間に
当院で加療した C6 患者 41 例

（M/F: 24/17, 65.8 ± 13.9 歳）

1 創部の感染コントロール

2 下肢静脈瘤の手術

3 ASHIKA による圧迫療法

　当院では静脈性潰瘍に対し、下記の三
段階でアプローチをしている。

①創部の感染コントロール
　創部培養結果を参考に抗菌薬を選択。

②下肢静脈瘤の手術
　不全静脈の焼灼範囲はエコー検査所見
等を参考に決定。
　潰瘍症例の 89.3% が下腿部まで静脈
不全を伴っているとの報告 1) があるの
で、 Clinical Case vol. 7 の鈴木先生と同
様に 2) ラディアルスリム 2 リングファ
イバー（以下「スリム 2 リング」）を使
用して LEED を下げ下腿部の大伏在静脈
を焼灼することが多々ある。しかし患者
さんたちは長期間潰瘍の痛みを耐えてき
たこともあり、 術後に神経症状を訴えら
れることはほぼない。

③圧迫療法
　特に治療経過に差が出るのは、 長期
間を要する圧迫療法である。一般的に
静脈性潰瘍に対する必要な圧迫圧は
30mmHg 以上とされており 3-4) 、弾性ス
トッキングでの圧迫療法は低圧でロング
ストレッチとなるので理論的には「静脈
性潰瘍には適さず」と考えられ弾性包帯

を使用することが多い。
　しかし弾性包帯使用群よりも弾性ス
トッキング使用群の方が、潰瘍治癒期間
が短かったという報告があるように 5)、 
慣れていないと弾性包帯では技術的に圧
迫圧が一定にならないことや、時間が経
過すると包帯の緩みから圧が低下する
6-7)。 さらに技術的に統一された包帯法
を行わなければ、むしろ病状を悪化させ
ると注意を促す報告 8) もある。
　以上の理由により、当院では ASHIKA
とガーゼ、パッドを使用して圧迫療法を
おこなっている。

結果
下肢静脈瘤手術後の潰瘍治癒期間は平均
2.5 ± 1.9ヵ月。治癒率は 100%であった。



ASHIKA による圧迫療法

　弾性包帯による圧迫療法の欠点は下記

の２点である。 

・圧迫圧が一定にならない

・時間が経つと圧が低下する

弾性ストッキングを上手く応用するとこれ

らの欠点を解決できる。

　静脈性潰瘍の好発部位は足関節内顆部

で、この部位は凹凸があり、物理的にス

トッキングでは十分な圧を得ることが出来

ない（Fig. 1）13)。 

　当院では静脈性潰瘍治療の際に、高度

リンパ浮腫症例の技術を応用している。

　ASHIKA は足関節部で 22 ～ 26mmHg

の圧になるように作られているが、 同部

にウレタンフォーム製パットを当てた状

態でストッキング を履いて、PicoPress

（Microlab Elettronica, Ponte San Nicolò, 

Italy） で 圧 を 測 定 すると圧 迫 圧 は 約

10mmHg 上がる。

　実際には創部をガーゼで覆うので , ガ

ーゼとパットを当てた状態でストッキング

を履かせ圧を測定すると足関節内顆部

の圧はさらに約 10mmHg 上がり 42 ～

46mmHg となった（Fig. 2）。この方法は

非常に有効で静脈性潰瘍に最適な圧を保

つことができるため、当院においても包帯

を使用した例に比べ、潰瘍の治癒期間は

格段に改善した印象がある。

ASHIKA ASHIKA+ パット ASHIKA+ パット + ガーゼ

2222mmhg 3232mmhg 4242mmhg

＋＋ 10mmhg ＋＋ 10mmhg

圧がかかりにくい

履き方の工夫 :
ストッキングを履く際、ガーゼ
とパットがずれないようにドナー

を用いて着用する

Fig.1

Fig.2

高度なリンパ浮腫の症例では , 局

所的に浮腫の程度が異なるため

皮膚にくぼみができてしまいますが、 

そこに十分な圧迫を加えるために

部分的に枕子などを用いると報

告 14) されています。 

凹凸があり



Case 

スリム 2リングを使用した EVLA と
ASHIKA による潰瘍治癒症例

　創部汚染が強かったためデブリドメント

を行い、薬剤感受性のある抗菌薬を投与

して、連日水道水で洗浄を繰り返した。 

感染が落ち着いた後、スリム 2 リングを

使用して、エコー所見を参考に下腿末梢

まで血管内焼灼術を施行。

　潰瘍部にウレタンフォーム製パットを当

て、ASHIKA を用いて圧迫療法を継続。

その結果、治療開始から76 日で潰瘍は

治癒した（Fig. 4）。

59 歳 / 女性 / 主婦
既往歴：なし

初診時所見

大伏在静脈不全による静脈性潰瘍を併発（Fig. 3） 

所見
大伏在静脈の最大径：7.5mm

SFJ からの逆流：2.5 秒

下腿部まで逆流を伴っており創部からは MRSA が検出

焼灼条件
大腿部 :7.0W・70J/cm
下腿部 :7.0W・40J/cm

治療前

EVLA 後

14 日後

35 日後 76 日後

大伏在静脈
最大径：7.5mm

逆流：2.5 秒

潰瘍部

圧迫療法後

Fig.3

Fig.4



 　2016 年 9 月 NARA ソックス・プロジェ
クトが立ち上がりました（Fig. 1）。 この
活動は奈良県下の医療機関、靴下会社、 
大学生が連携して、 自然災害の多い日本
で血栓症予防のため弾性ストッキングの
着用を普及させること、そして地元の名産
である靴下産業の活性化を目指したプロ
ジェクトです。

 ボランティアで集まった医療関係者がス
トッキングの着圧データやエコー検査で
血流速度を計測し、その結果をもとに靴
下会社がストッキングを作り、大学生がデ
ザインを考えて完成した弾性ストッキング
が「ASHIKA」です。

　 「ASHIKA」の名前の由来は「脚」と「奈
良の鹿」を合わせたものです。 学生たち
の「鹿の脚のように綺麗に、そして元気
になって走り回って欲しい！」という思い
が詰まった made in NARA の弾性ストッキ
ングです。

このストッキング は 足 関 節 部で 22 ～

26mmHg の 圧 に 設 定 さ れ て い ま す
（Table. 1）。そしてストッキング着用下で、 
安静時における静脈還流の増加が有意差
を持って実証されました（Table. 2）9 - 12)。

NARAソックス・プロジェクトと広陵町、
そして ASHIKA

奈良県には「靴下の町」と呼ばれ、 国内の約 5 割の靴下を製造し、 
世界中をマーケットに100 年以上に渡り靴下を作り続けている広陵町があります。
ここはまさに日本を代表する「ものづくり」の舞台です。
高い技術力がありながら、 近年ビジネスモデルが大きく変わり、 多くの靴下会社が苦境に立たされています。 

Table. 2

Table. 1



NARAソックス・プロジェクトと広陵町、
そして ASHIKA

広陵町：この地域は肥沃な土壌で大

和木綿が収穫されたことから、100 年

以上に渡り綿花産業が発達してきました。 

高い技術力が認められ、欧米の高級ブラン

ドの靴下の受注も担っています。

Fig.1 NARA socks project:2016 年 9 月 か ら 活 動 を

開始して、2019 年 3 月 25 日に医療用弾性ストッキング

「ASHIKA」が発売されました 
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　圧迫療法のコンプライアンスは圧迫圧

の強弱に影響されます。 圧迫圧が高いと

その治療効果に反比例して、 コンプライア

ンスが低下します15) 。特に静脈性潰瘍を

有する患者さんは強力な圧迫療法を長期

間継続することが必要であり、 自宅でも本

人が管理しやすくするために、 弾性ストッ

キングを上手に使用することが大切です。

　NARA ソックス・プロジェクトに関わっ

た大学生が卒業する前に当院へ挨拶に

来てくれました。その学生の紹介で受診

された潰瘍の患者さんとのやりとりから

ASHIKAを応用して使うようになりました。 

彼らの ASHIKA への思いが脚を治してくれ

ているかもしれません。

　当院の治療法が少しでも先生方のお役

に立てば、NARA ソックス・プロジェクト

の関係者にとってこれ以上の喜びはありま

せん。
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